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学校教育目標 「心豊かに探究心をもち，未来へ歩み続ける生徒を育成する」 

 

                         

人権標語・ポスター・作文コンクール 表彰式           
１２月１１日（水）に本校で双ケ丘中学校区地域生徒指導連絡協議会（地生連）主催の人権標語・ポ

スター・作文コンクールの表彰式を行いました。本校と校区３小学校（御室小、宇多野小、花園小）の

生徒や児童が出席しました。また、多くの保護者の皆様にもご参加いただきました。 

まず，各部門の表彰があり，受賞者に賞状と記念品を授与しました。受賞者は，少し緊張した表情で

賞状と記念品を受け取っていました。どの作品もすばらしく，人権の大切さを表現できていました。最

後に最優秀賞の作文を披露してくれました。 

人権（基本的人権）は，日本国憲法でも保障されています。自由で平等な社会を実現していくために

大切なものです。ただ，よく勘違いするのですが，自分に人権が保障されているのと同じく他者にも保

障されています。ですから他者の人権も自分の人権と同様に大切にしていく必要があります。また，人

権は油断すると気がつけば保障されなくなってしまっていたということにもなりかねません。ですから

人権を守る活動を続けることが大切です。人権について標語を考えたり，作文を書いたり，ポスターを

描くことも立派な人権を守る活動になります。ぜひ今後も続けていってほしいものです。そして，人権

が保障され，希望や笑顔があふれる社会を実現していきましょう。 

人権標語・ポスター・作文コンクールは，伝統ある行事です。これからも続けて，人権の大切さを学

校や地域、家庭に広げていきたいものです。 

標語の部 

最優秀賞 ３年 女子 「いきおいで 発した言葉 とりけせず」 

優秀賞  ２年 女子 「教えてよ あなたの中の 「自分らしさ」」     

１年 女子 「気づかない？ 心の中で 泣いてる子」 

２年 女子 「周りみて あなたは絶対 １人じゃない」 

 ポスターの部 

 最優秀賞 １年 男子 

優秀賞  １年 女子 

１年 男子 

３年 男子 

 作文の部 

 最優秀賞 ３年 女子 「私が思う人権とできること」 

優秀賞  ３年 女子 「子どもの人権」 

３年  男子 「子どもの人権問題」 

３年 女子 「高齢社会になりつつある日本への取り組み」 

 

 １２月１０日（火）は，「世界人権デー」でした。これは，１９４８年１２月１０日に「世界人権宣

言」が国際連合で採択されたことを記念して設けられました。日本では，１２月４日から１０日を「人

権週間」としています。本校でも人権学習を実施しています。今一度人権について，ご家庭でも話題に

していただき人権の大切さを再認識してほしいと願っています。  

 


